


















































































































































者たちの記録を残すべく執筆した可能性が高い」 （三二一ページ）としたことも、 「大橋歴代記」という内題や、津島社と大橋氏関係記事の多さから見て首肯できるだろう。ただ、この宮内庁書陵部本の構成を見る限り、 「浪合記」の成立前に、南朝方の武将であっ 桃井義繁・桃井宗綱、南朝皇子 尹良親王・良王君らの「○○伝」を含む、全五十巻の「大橋歴代記」が先行して存在したように思える。
　






















    後宇多帝第二子……」
とあり、以下、 「一 　



















































































































































































































































































ナル。景季、貞能ヲ擒ニシテ鎌倉ニ下ル。頼朝ノ命ニ依テ比企谷ノ土籠ニ入ル。貞能カ二リ妾同時ニ四女ヲ産、 頼朝聞シ召テ、 其四女ヲ鎌倉ニ召テ、 三浦ノ佐原太郎平景連ニ下サル。真野五郎胤連母ナリ。一女ハ佐々木兵衛尉西念ニ下サル。小三郎盛季母ナリ。一女ハ安芸国羽山介宗頼ニ下サル。一女ハ大友四郎太夫経家ニ下サル。大友豊前守能直カ妻ナリ。九州ハ皆大橋カ郎等ナレハ、頼朝ノ御下心アツテト云ナリ。 女子ト出ル郷ハ末代マテノ験シト其村ヲ四女子ト名ツク。其後四 子ノ母ヲ祭シメ玉フ宮アリ。後是ヲ取タカヘテ頼朝ノ宮ト号ス。大橋貞能ハ比企ノ土獄中ニ十二年在リ。九州ニテ妻懐胎 テ貞能ニ別レ、 其後男ノ子ヲ生ム。其名ヲ一妙丸ト号、後中将貞経 改ム。太郎貞経父ノ行衛ヲ母ニ尋問。 、貞経ニ語ル。汝カ父ハ平家ノ侍ニテ、当国十一箇国旗頭テ 代々平家ノ郎等ニ貞能 肩ヲ ラフル兵ナシ 平家亡 後、鎌倉ニ赴キ玉テ、頼朝ヲ討ント心カケ給フニ運ツキ、鎌倉ノ土籠ニ年久ク有リト聞ク 年モ老タル事ナレハ死生ハ知ラスト語ル。貞経父ノ生死ヲ尋鎌倉ニ下ル。鶴カ岡八幡宮ニ毎日毎夜詣テ、法華経ヲ高音ニ読誦シ、父 祈願ヲナ事数月ナリ。容飾常人ニアラス。世ノ人奇異ノ思ヲナス 此旨頼朝
ノ御台聞召テ御尋有テ、頼朝
中将ヲ
























かし梶原の計略によって鎌倉に下向し捕えられた。その後に生まれた息子のまに王は、 『法華経』をよく学んでいたが、父を尋ねて鎌倉へ下った。若宮八幡の前で『法華経』を読誦しているところを見染められ、頼朝の面前で読誦を行なった。布施として頼朝より父の命を乞いうけ、殺される寸前の父を救った。中将は壱岐・対馬を安堵され 以後は栄華にすご た。
　






















 文治年中に肥後国大橋と云所に大橋左衛門貞経と云人あり。先祖は桓武天皇の皇子葛原親王より十二代の後胤筑後守家貞か孫にして、肥後守貞能か子なり。はしめて肥後国の代官と為て下向し此所に住し 大橋とそ名乗りける。 能か代に平家没落せしか 貞能か舅尾張 住人原平太夫高春か許に隠れ居て後には剃髪染衣の姿とな 終所しれさりけり。貞能か子 経 上洛の砌鎌倉殿に降参しけれは、世しすまりて後本領の内三十余箇所を賜り御家人の列 加へらる。貞 か妻は肥後国住人鍋屋荘司か娘にて美女のきこえ有しかは十三の歳むかへとり……いかなる者の讒言にや貞経謀反の企あり 訴けれは源頼朝御憤あさからす、文治二年三月四日梶原平三景時を討手として指下し大橋の城を責させられけるに……貞経は終にからめと れけり……松葉か谷 土の牢に入られける…… （この後、 子の摩仁王丸の法華経読誦の功徳により父は助命さ肥後国半国が与えられる）
　



























































































































































に刊行された『尾張名所図会』前編巻之七の「奴野城址」 「四家七党」項にも、皇胤説はまったく記されていない。大 氏の南朝皇胤伝説は、 『塩尻』に見えるように十七世紀末か十八世紀初めまでに成立していたが、大橋氏の内部、ないしそ 周辺の好事家の間でのみ、知られていたようであ 、それが世に広く伝播することはなかった。
　
大橋氏は、かつては「浪合記」の成立に深く関わったが、その後、 「浪合記」は大橋氏の手 離れて成長し




















































録の整理番号を付す） 。大橋家の古記録類は、江戸時代前期に一旦、焼失しており、今日に伝わる系図類は、二十五代重次の代以降に作成されたものである。当該系図は、天明四年（ 七八四）正月 死去した信資（重次の子）の子の世 あたりまでが一筆であり、寛政年間（一七八九～一八〇一）頃に作成されたものと思われる（ただし、その後の世代も含め、追筆がある） 。当該系図の下書と思われる整理番号「
10―１ 　
７」の「大橋家系図」は、信資の代ま








柳田国男「浪合記の背景と空気（未完） 」 （ 『定本柳田國男集』第
31巻〈筑摩書房、一九六四年〉 ）及び「東国古道





























谷口克広『織田信長家臣辞典（第２版） 』 （吉川弘文館、 二〇一〇年）によると、 「坂井右近」 諱は政尚（政重とも） 、



























題Ⅰ」 （佐伯執筆） ・ 「解題Ⅱ」 （山内執筆）を参照。
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The Genealogy of  Ohashi-Family in Owari Province 
and “Namiai-ki”, “Ohashi-ki”
Mikiya AOYAMA
要　　旨
尾張国津島の大橋氏は、津島天王社と深い関わりをもつ商人的な武士であっ
た。その複雑な性格からか、戦国時代の大橋氏は、軍記・史書類についての
「知識」を蓄積して、自ら「大橋記」という軍記らしきものや、系図を作成す
る能力をもつことができた。「大橋記」は、南朝皇子の事蹟を叙述した「浪合
記」の成立に先行し、大橋氏は「大橋記」を介して「浪合記」の中に自らの
家系伝説としての「大橋の中将」伝説を挿入して、世に広めることに成功した。
江戸時代初期、大橋氏は、自らの出自を後醍醐源氏とする南朝皇胤伝説を創
出したが、この伝説を「浪合記」に紛れ込ませることには失敗した。江戸時
代前期、「知識」は考証を求める段階に移行しつつあり、もはや虚実混淆した
「知識」では、世に享受されなくなっていたのである。
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